
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党杉並区議会議員 

週
刊 

です 

こんにちは 
こ う へ い 杉並区善福寺２－２－１１ 

TEL 090-9973-0941 

ホームページ 

http://yamadakohei.jp 
 

右ＱＲコードを 

ご活用下さい 2022.9.29 №457 

１８歳までの高校生等、医療費無償化へ 
 

所得制限・一部負担金無し 来年度から開始 

 

 

日
本
共
産
党
杉
並
区
議
団 

再
三
に
わ
た
る
要
求
が
実
現 

現
在
開
会
中
の
第
３
回
定
例
会
で
は
、
岸
本
区
政
よ
り

18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
の
た
め
の
条
例
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。 

都
責
任
に
よ
る
財
政
負
担
を 

医療費無償化の概要について 

 

 

 岸本区長は前区政で進められた児童館やゆうゆう館の廃

止について、住民意見を聴取し検証と見直しを進めると表

明しました。また、子どもの居場所の検討にあたっては、

当事者である「子どもの声を聴く」としました。 

 ９月 22 日の保健福祉委員会では、前区政下で廃止が計

画決定された児童館についても利用者や児童・保護者に正

確な情報提供と丁寧な対話と意見聴取を行ない、今後の計

画に反映することを求めたところ、その機会を保障するこ

とが示されました。 

保
健
福
祉
委
員
会
の
私
の
質
疑
で
は
、
医
療
費
無
償
化

の
対
象
拡
大
に
つ
い
て
〝
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
自

治
体
を
つ
く
る
と
い
う
観
点
か
ら
医
療
費
助
成
は
所
得
制

限
で
差
別
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
〟
旨
の
認
識
が
示
さ
れ

ま
し
た
。 

２
０
２
５
年
度
ま
で
は
、
都
の
助
成
に
区
が
自
主
財
源

を
上
乗
せ
し
無
償
化
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

今
後
は
国
や
東
京
都
の
責
任
に
お
い
て
所
得
制
限
や
一
部

負
担
金
に
つ
い
て
対
象
を
拡
大
し
、
補
助
分
の
拡
充
が
行

な
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
今
後
、
都
負
担
の
拡
充
を
求

め
、
都
区
間
で
の
協
議
を
尽
く
す
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

都制度においては所得制限等が設けられているが、杉並

区では、子育て支援の観点から、既存の乳幼児及び義務

教育就学児医療費助成制度と同様に、所得制限及び一部

負担金は設けない。 

 所得制限 一部負担金 

杉並区 なし なし 

東京都 児童手当制度に準拠 
通院１回当たり 

200 円 

 

岸本区長誕生で新しい前進が始まる 
 

東
京
都
は
令
和
5
年
度
よ
り
、
医
療
費
助
成
対
象
を
高

校
生
等
ま
で
に
拡
大
し
ま
す
が
、
杉
並
区
で
は
助
成
対
象

者
を
拡
大
、
所
得
制
限
や
一
部
負
担
金
を
無
く
し
て
実
施

し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
杉
並
区
で
は
乳
幼
児
～
義
務
教
育
就

学
児
に
か
か
る
医
療
費
助
成
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

18
歳
ま
で
の
高
校
生
等
ま
で
対
象
が
拡
大
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

児
童
に
か
か
る
医
療
費
無
償
化
に
つ
い
て
は
、
党
区
議

団
は
歴
史
的
に
も
求
め
続
け
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

古
く
は
２
０
０
５
年
・
２
０
０
６
年
に
、
医
療
費
無
償
化
に

関
す
る
条
例
提
案
を
行
な
い
ま
し
た
。 古
く
は
２
０
０
５

年
・
２
０
０
６
年
に
、

医
療
費
無
償
化
に
関
す

る
条
例
提
案
を
行
な
い

ま
し
た
。 

２
０
１
７
年
の
第
一

回
定
例
会
で
は
、
杉
並

区
と
し
て
18

歳
ま
で

の
医
療
費
無
料
化
の
実

施
に
踏
み
出
す
こ
と
を

求
め
る
一
般
質
問
も
行

な
い
ま
し
た
。
前
区
政

で
は
実
現
し
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
岸
本
区
政
の

も
と
で
実
現
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

住民との対話による区営運営へ 
 

昨年度廃止された 

西荻北（左）善福寺

（右）の両児童館。 

突然の廃止方針に

よって地域に大き

な混乱が生じ、小中

高生の居場所が縮

小した。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今週の一コマ 

プラザ善福寺が開所 

遊戯室の小学生利用を求めます 
 

 善福寺児童館の廃止跡地に子ども・子育て

プラザ善福寺が開所しました。乳幼児親子向

け施設となり、小学生や中高生の利用場所が

３階の一室に制限されます。子ども達が世代

別に分離されることは児童館として培って

きた機能の大きな後退です。 

 

気候危機打開へ ＣО２排出ゼロの杉並を 
 

第
３
回
定
例
会
の
党
区
議
団
一
般
質
問
で
は
、
気
候
危
機
打

開
に
向
け
た
杉
並
区
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
ゼ
ロ
の
取
り
組
み
強
化
を

求
め
ま
し
た
。 

岸
本
区
長 

強
い
決
意
を
表
明 

前
・
田
中
区
長
が
強
行
し
た
阿
佐

ヶ
谷
駅
北
東
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業

で
、
区
が
主
導
し
貴
重
な
屋
敷
林
の

樹
木
62

本
が
伐
採
さ
れ
た
問
題
も

指
摘
。
区
長
は 

「
非
常
に
残
念
で
痛

恨
の
思
い
だ
」「
当
時
の
区
側
に
問
題

も
あ
っ
た
と
思
う
。
緑
の
視
点
か
ら

環
境
対
策
を
考
え
る
こ
と
は
と
て
も

大
事
な
こ
と
。
今
後
は
緑
の
保
全
に

つ
い
て
も
透
明
性
の
あ
る
議
論
を
し

た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

２
０
１
９
年
、
２
０
２
２
年

に
提
言
の
申
し
入
れ 

   

前・田中区政のもとで、施設使用料は大幅に値上げさ
れました。 

本来、区立施設は民間企業が行っているレンタル会議
室やレンタルスペースと異なり、区民の社会教育推進、
文化芸術の振興、健康増進等、区民福祉増進のために作
られています。その観点から、区民が利用しやすい金額
へ引き下げることを求めました。 

岸本区長は「区民が気軽にいつでも使える」考えに立
ち、できるだけ区民が利用しやすい金額とすることが望
ましい、と表明。今後、使用料の見直しが実施されます。 
 

区立施設使用料 見直しへ 
気軽にいつでも使えるように 

 

 

日
本
共
産
党
杉
並
区
議
団
は
、
前
区
政
で
も
気
候
危
機
対
策

な
ど
を
積
極
的
に
提
言
。
事
業
者
へ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
助
成
な
ど
実

現
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
も
、
党
議
員
団
の
提
案
に

対
し
、
岸
本
区
長
か
ら
さ
ら
に
前
向
き
な
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

質
問
で
は
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
た
め
の
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
へ
の
提
案
や
、
住
民
と
共
に
対
策
を
進
め
る
「
気

候
市
民
会
議
」
に
つ
い
て
区
の
認
識
を
質
し
ま
し
た
。 

岸
本
区
長
は
、
気
候
変
動
対
策
の
緊
急
性
と
脱
炭
素
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
施
策
を
推
進
す
る
決
意
を
表
明
。「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
は
従
来
の
取
組
で
は
達
成
困
難
で
あ
り
、
気
候
変
動
問
題

が
現
代
社
会
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
問
う
と
考
え
て
い
る
」
と

し
、
各
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。 

杉並区議会第３回定例会一般質問 

 

け
や
き
屋
敷
の
樹
木
伐
採 

区
長
「
非
常
に
残
念
」 

党
区
議
団
は
、
杉
並
区
の
高
す
ぎ
る
区
立
施
設
使
用
料
の
引

き
下
げ
を
求
め
て
、
一
貫
し
て
論
戦
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
岸
本
区
長
の
も
と
で
使
用
料
の
見
直
し
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
は
重
要
で
す
。 

※
２
０
１
９
年
７
月
に
発
行
し
た
週
刊
ニ
ュ
ー
ス
３
４
０
号

よ
り 

天井の高い遊戯室は水曜

の短時間、中高生がタイム

シェア出来るようになりま

すが、現状では小学生は利

用できません。小学生と中

高生が交流できる機会を作

れるよう、保護者として声

を上げていきます。 

新型コロナや物

価高騰により生活

に大きな影響が出

ています。 

ぜひ、みなさんの

くらしの実態を教

えてください。 
 


